





































































































































































































































































































































スイス・ダボスにて「サイバースペース独立宣言」（A Declaration of the 
Independence of Cyberspace）を発表し、法案成立に抗議を行った。以下の
内容は、当宣言の一部である。
　「産業社会の諸政府よ，肉体と鋼鉄の巨人よ，私は精神の新しい本拠，
サイバースペースから来た。過去の人，あなた方に言おう。私たちにかか
わるな。あなた方は私たちには歓迎されない。私たちの集うところに，あ
なた方の主権は及ばない」v
3.2　リアル社会延伸説
　バーチャル・ワールド説と正反対のリアル社会延伸説は、ネット社会の
ことを通信手段の進歩しか思わない。伝統的な通信ネットワーク、電話な
どと実質的な区別はないと主張する。いわゆるインターネット上のバー
チャル・コミュニティは、表面から見れば、多数のコンピュータが「ノー
ド」（node）として、インターネットによってつながられたが、実際は実
質社団と同じ、社会的ネットワークの社会関係を創造・維持する手段の一
つに過ぎない。インターネットは、一種の社会的ネットワークであり、ネッ
トワーク社会ロジックの縮図であるとも言える。ネットワーク社会のロ
ジックからみると、両者とも人間関係に関する社会的ネットワークに属す
る。ただインタラクティブの方式と特徴が違うだけである。viというわけで、
ネット社会もただ現実社会の延伸に過ぎない。
65
中国ネット社会の定義、特性及び対する見解
　リアル社会延伸説の核心は、ネット社会の独立存在状態を根本的に否定
する。ネット社会は現実生活の延長と投射であり、現実社会と根本的な差
異がない。ネット社会は現実社会の需要を反映し、ネット社会での活動も
実際的な行為を反映するから、独立して存在するシステムとは認められな
い。そのため、ネット社会に於いても、現実社会と同じように行為主体の
行動を厳しくガバナンスすべきであると主張する。
　ネット社会はただ現実社会の延伸であると思われるから、相応の管理理
念は現実社会にある管理手段をネット社会に厳格に応用すべき、ネット社
会にある行為主体は自らの行動に責任を負うべきである。具体的な管理策
はネット実名制、ネット上の情報に対する審査とコントロール、ネット社
会に対する監督・管理の強化及び立法などを含む。中国語の文献は、ほと
んどネット社会に対して監督・管理の強化や立法などを主張する。
3.3　バーチャル社会とリアル社会の混合形態説 vii
　何哲の研究によると、ネット社会は大量のリアル社会生活の要素を体現
しているから、完全に独立したバーチャル社会ではない。また、リアル社
会の活動と全く違う特徴は確実にいくつかが存在しているから、完全にリ
アル社会の引き続きとも言えない。ネット社会はデジタルで構築された
バーチャル・ワールドとリアル社会の共生形態であるという（以下は混合
形態説と称する）。
　混合形態説の立場でネット社会の本質について分析すると、社会自身の
組織形態と活動の展開の2つの方面から述べられる。
　まず、ネット社会はストロング・タイの組織形態であり、その強さは、
人類歴史上に前例がないと言われる。人間は友人、知人、恋人、学校や職
場の同僚といった人間のつながりを持っており、これを社会的ネットワー
クという。お互いのコミュニケーションの頻度などによって、ストロング・
タイとウイーク・タイと分類される。農耕時代に原始通信手段で構築され
たリンクは弱かった。工業時代に電話や電報など通信道具の利用で構築さ
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れたリンクはより強くになった。情報化時代にはいってから、インターネッ
トという新たな通信技術によって、個体の間で即時的なストロング・タイ
が構築できた。つまり人類社会の発展は、ウイーク・タイからストロング・
タイへの歴史であると言える。論理上、ネット社会では、任意の個体の間
で直接的なリンクを構成することができる。その上、六次の隔たり理論（Six 
Degrees of Separation）7という仮説のような形式で、人類社会の構造がよ
り緊密な形態で再建された。
　次に、ネット社会は人類社会にとって新たな活動と存在形式である。ネッ
ト社会では、従来の現実に基づいて行われる伝統的な政治活動や経済活動、
社会活動などの形式が、インターネットの利用によって再構築された。そ
れだけではなく、ネット社会は人間の新たな存在方式でもある。新たな社
会交際方式を通じて、ネット上の個体に社交存在感を提供する一方、最新
のVR8技術を通じて、個体に時間と空間の現実感を知覚させる。さらに両
者はお互いに強化し、インターネット上の現実存在感が固められる。ネッ
ト社会では、人類が初めてリアルの物理的な世界から大幅に離れて、人類
の存在はリアルの存在とバーチャルの存在を超え、新たな混合存在状態に
なる。
おわりに
　率直に言って、もしネット社会のことが現実社会に影響を与えないと、
公共管理機構は当然ネット社会での出来事を無視しても構わないし、ネッ
ト社会に対してガバナンスする必要もない。しかし前述の通り、現実社会
の秩序はネット上の活動に深くかかわっている。近頃、群体性事件に関す
る議論や組織、動員などの活動はネット上で行われる傾向がある。それに、
7 全ての人や物は6ステップ以内で繋がっている。
8 全称はVirtual Reality、コンピュータ上に作られた世界を現実のように知覚させ
る技術である。日本語では「人工現実感」あるいは「仮想現実」と訳されるこ
とがある。
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元々一般的な群体性事件が、ネット社会の各特性によって、全国範囲ひい
ては国際的な事件になることも珍しくない。現実社会の安定を保つために、
ネット社会に対するガバナンスについての研究は緊迫で重要である。イン
ターネットの利用を避けられない現代社会に於いて、如何にネット社会の
秩序を規範するのは課題になる。
参考文献
Ⅰ　裘伟廷「“网络社会”概念刍议」『宁波广播电视大学学报』, 2005, 3(1):1-5
Ⅱ　王冠「“网络社会”概念的社会学建构」『学习与实践』, 2013(11):116-122
　　渡辺剛「調和社会と都市部における「群体性事件」」『現代中国の政治的安定』, 
2009, (3):15
Ⅲ　刘友红「人在电脑网络社会里的“虚拟”生存——实践范畴的再思考」『哲学动态』, 
2000(01)
Ⅳ　名和小太郎「サイバースペース論争」『情報管理』, 2009, 52(9):566-567
　　https://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/52/9/52_9_566/_pdf
Ⅴ　郑中玉，何明升「“网络社会”的概念辨析」『社会学研究』, 2004(1):13-21
Ⅵ　何哲「网络社会的基本特性及其公共治理策略」『甘肃行政学院学报』, 2014(3):56-
66

